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秋吉台を訪ねて

1.秋吉台というところ

秋吉台は山口県中央部よりやや西寄りの内陸部に位

置し美彌郡美東町秋芳町美彌市東部にまたがる東

西約17良m南北約8良㎜の平行四辺形の形に近い石灰岩

台地である.この台地は中央部をほぼ南北に流れる

厚東川により大きく2分されていて東は秋吉台(狭義)

西は西の台と呼ばれそれはさらに於福台岩永合江

原台に分けられているか酉の台全体を一名於福台とも

呼ばれている(第1図).

秋吉台は明治時代から終戦時まで帝国陸軍の演習

場として脚光を浴び戦後昭和21年10月ニュｰジｰラ

ンド軍が帝国陸軍の施設であるとして管理した.その

後ニュｰジｰランド軍と交代に米軍が砲弾演習場として

使用し昭和29年頃から自衛隊に移管された.昭和31年

3月米軍は秋吉台を射爆場として使用したいと防衛施設

局を通じて申し入れたが学術会議は地質学的にも地形

学的にも重要た所であると訴え地元民と共に反対に立

ち上った.さらに国会を動かし世界の有識者にその

学術的価値を訴えその計画を中止させ原状を守った

のである.このことでも秋吉台が地質学的に如何に重

要な所であるかが読者にも分かっていただけるであろう･

秋吉台は地質学的には日本列島の生い立ちを探る貴

重た場としてまた上部古生代の化石の宝庫として内･

外の地質･古生物学者の注目を一身に浴び半世紀にわ

至益曲

宮村学

だって多くの研究がだされている.一方地形学的には

北九州の平尾台と共にわが国を代表するカルスト台地

として有名であり典型的た種々たカルスト地形が見ら

れカルスト地形の研究の場として重要である.秋芳

洞(写真1)をはじめとする洞窟灘域は日本最大で150

良m2のカルスト台地内に分かっているものだけでも130

を越える洞窟がある.

一方於福台は産業開発の場として国定公園から除外

されている.石灰岩の純度はきわめて高くCaCO｡に

して98%MgOは一部を除いて1%以下でありセメ

ント建築用材製鋼用原料の宝庫とたっている.

現在秋吉台の貴重な自然環境の保護と管理秋吉台

をめぐる地質をふくめた自然現象の解明は秋吉台科学

博物館員のたゆまたい努力によって行なわれている.

2.秋吉台のカルスト(Karst)地形

カルスト(Ka･st)地形は石灰岩地帯の降雨により溶

食された石灰岩が学群状に露出する石灰岩地特有の地

形であることはいうまでもたい.秋吉台のカノレスト台

地は先に述べたように東西約17km南北約8㎞の

規模でわが国最大のものであるか世界各地のカルスト

の規模とは比較にならないほど小さい.しかしたがら

このせまい範囲に典型的たカノレスト輪廻の各過程が見ら

室下関長門戸仙崎
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第1図秋吉台の位置図

れカノレスト地形の研究上最

も重要た位置を占めている.

カノレスト地形の基本的た現

象は溶食された石灰岩が地

表面に林立することでこめ

石灰岩柱をラピエ(Lapie)ま

たはカレン(Karren)と呼

ばれ溶食紋(溝)が見られ

る(写真2).秋吉台のよう

に石灰岩柱が林立している原

野をカレンフェノレド(Karren-

fe1d)と呼ばれている(写真3).

また秋吉台の長者ケ森付近に

はテラロッサ(Terrarossa)

といわれる残留粘土に被われ

た典型的た被覆カノレストが発

写真①秋芳洞入

口�
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トリ_ネゥバ_レポ･リェニ^～二二1ろクのウバｰレにたりその底部はほぼ地下水面に

第2図カルスト輪廻(秋吉台の自然1971より)まで達するので小部落が形成される.このウ

バｰレの典型的たものは大久保江原に発達し

達している(写真4).ておりその底部には小部落が集落している.ウバｰ

レがさらに溶食されポリエにたると凹地の底部も広く

カノレスト地形のもう一つの基本的た現象はドリｰネ解析され平野部が出現する.この石灰岩上の平野部は

(Do1ine)と呼ばれる凹地が存在することによって意義湧泉どこともたく川の水が消え去るしりたし川底た

づけられる.ドリｰネは石灰岩中の割れ目に沿い雨水し沼の陥没地帯だとの普通にいわれる平野とは異なった

が流れ時とともにその割れ口が拡大されじょうご型特徴をもっている.ポリエは直径数kmにおよぶ長楕

にたった凹地であり(第2図)その規模が拡大される円形のものが多く地質構造線に沿った溶食を示す.

と隣り合ったドリｰネが結合されるこれをウバｰレしたがってポリエは地質構造線に沿って出来た溶食平

(Uva1e)と呼んでいる(第2図).これらのウバｰレ野または盆地といえるだろう(写真6).広谷赤

かま

がさらに溶食されるとポリエ(Po1je)という溶食盆地郷嘉万などに見られる.

(第2図)に規模が拡大される.このように溶食作用幼年期地形を示す秋吉台上の準平原面には老年期地

が拡大されると所々に高地が取り残されカルスト残丘形を示すかつての残丘が多く残っていてその典型的だ

が発達するこれをヘイズタック(Haystack)またはフものには若竹山北山冠山たどがある(写真3).

一ム(Hum)と呼んでいる.このように溶食進度によ

りドリｰネ→ウバｰレ→ポリエ→ヘイズタック(フｰ3.秋吉台の石灰洞窟

ム)と進む過程をカノレスト輪廻と呼んでいる.秋吉台上と洞窟(地下河道)の関連は模式図(第3

秋吉台(広義)の台上の地形は準平原(Penep1ain)を図)のように示され秋吉台上の降雨はドリｰネOの

示し台の周辺は急斜崖をなし台上には大小種々た型底部に残留粘土㈹の間隙を通って流下し立て孔(P)を通

をしたドリｰネが発達する.その型態は皿型漏斗型って小さな洞窟@)に集まる.これらの集まった水はさ

が普辺的で直径30mを越す大きいものが300～400個にらに割れ目㈲を通って地下河道(S)に流れる.一方石灰

達する.この欠きたドリｰネの底にはテラロッサが岩の微細な間隙を通る水は洞の天井から滴下するとき

厚く被ぶり窪畑耕作地にたっている(写真5).ドリｰ溶解した石灰分を晶出して鐘乳石(Sta1actite)(写真7)

ネの分布状態は密な所と粗た所がありドリｰネ底の吸を作る.この鐘乳石を作る水滴はさらに床に滴下して

水孔または立て穴(Ponor)の分布の粗密地帯を示石筍(St･1agmite)(写真7)を作りしばしば両者が給

している.また線状に配列するものは馬コロビ地帯合して石灰柱(LimestonePi11ar)を作ることがある.

写真④凸出する石灰岩が見られない残留粘土(テラロッサ)で被われた典型的な被覆

カルスト(長者ケ森付近)

写真⑤ドリｰネの底に残留粘土(テラロッサ)が厚くかぶり窪

畑耕作地になっている�
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第3図

秋吉台上と洞窟(地下河道)の関係模式図

(秋吉台の自然ユ97ユより)

T:残留粘土D:ドリｰネL:ラピエP:立て穴

→:水の流下方向S:地下河道K:割れ目C:洞窟

E:洞の出口黒のぬりつぶし:水

秋芳洞内の黄金柱(写真8)はこの例である.

石灰洞は石灰岩中の割れ目に沿い流れる水が石灰岩

を溶食して出来たものでその発達は割れ目の方向に支

配されている.秋吉では過去の幾多の地殻変動をうけ

N-SNEE-SWWNW-SE方向の割れ目が発達し

ている｡そのために秋芳洞をはじめとする洞窟灘はこ

れらの割れ目方向の組み合わせにより規則正しく発達

している.洞内において見られる幾段かの段は長い時

間の経過に伴う水位の変化により下刻されたことを物

語っている(第4図).そのために幾襲かの横穴が立て

穴によって連結された複雑た立体的洞窟をかたち作って

いる(第3図第5図).洞壁に沿って流れる水はその

写真⑥カルスト台地間に発達したポリエ(嘉万付近)

榊臼叫

･/

･!士)

寸

写真⑦鐘乳房と石筍

写真⑧黄金柱

･◆

･∵

第4図洞窟の溶食

進化図�
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策1表諾研究者による秋吉石灰層群の対比表(ユ971秋吉台地質見学案内書より)
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流れる範囲に石灰を沈着し石灰華(Ca1csinter)(写

真10)を作る.もし緩傾斜の洞床を水が流れると秋

芳洞内の百枚皿(写真11)といわれているような石灰華

の段が出来ることがある.

4.秋吉台の地質学的研究史のあらまし

秋吉台を形成する石灰岩中の化石はその生い立ちを

伝える唯一つの記録でありその記録をひも解くとき秋

吉台が今日まで経た“人生の流転にも似た"経緯が読

みとれる.この観崇から1923年小沢儀明がフズリ�
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ナの研究に基づいて古生界の大規模の横臥摺曲構造

(Deckenstmctu･)を発表して以来西南日本の地体構

造論フズリナサンゴをはじめとする石灰岩中の化石

類の古生物学的研究のメッカとして内外に洋弓を集めた.

各研究者によるフズリナの分帯(Zoning)(第1表)1

古生物学的た研究の結果については大同小異であるが

秋吉石灰岩の地質構造についての解釈は各研究者によ

g著しい差異が認められる.この意味で構造論につい

ての各研究者の解釈を紹介することは無駄ではたい､あ

ろう.

1923年小沢儀明は石炭系(CarboniferOus)と二畳系

(Pe-mian)の層序と化石帯を詳細に研究し｢帰り水｣や

於福台江原付近などで化石帯が逆の順序に現われ地

形的にも高い所に下位の化石帯が分布することから秋

吉石灰岩は全体として逆転構造を示していると考えた.

また於福台の北側に分布するチャｰトが南傾斜の等

斜櫓曲を示すことから秋吉石灰岩は周辺の非石灰岩相一

とともに南から北への大きな横臥橘曲を形成しその

上翼は侵食され下翼だけカミ露出している(第6図A)

と解釈した.この摺曲運動は古生代末あるいは中生代

初期に起こったものと考完た.小沢の研究はわが国'

の古生界の層序学的研究の基礎を打ち立てるとともに

成因論的構造地質学の先駆とたった.このことはわが

国の地質学史上に大きな足跡を残したといえる･

写真⑩石灰華の滝

1939年杉山敏郎注｢帰り水｣の北の化石帯は逆転して

いたいこと秋吉台の南に分布する砂岩･チャｰトの地

層から発見された化石からその地層が秋吉石灰岩と同

時異相であることをつきとめこれらの地層全体が逆転

しているという小沢の見解に対し部分的修正を必要と

するという考えを発表した.

19千1年小林貞一は嘩川造山輪廻と日本列島g成因｣

において西南日本の層相解析に基づいて一次のよ.う恋解

釈をした..秋吉石灰岩(秋吉相)はeXOtiC･たもので

もっと北方(おそらく日本海のどこか)にあったものが

秋吉台の周辺に分布する原地性(Autochthon)の非石灰

岩相の山口相上に大規模に北方から押し被せた“K1ipPe"

であると全く小沢と対照的な解釈をした(第6図B).

この運動律三畳紀(Trias)の美禰層群堆積郎に起こり

厚い美彌層群は造山運動後のモラッセ(mOiaSSe)として

説明した.この二畳紀末～三畳紀後期前に起こった造

山運動を小沢の発見にちなんで｢秋吉造山運動｣(A蜴･

yOshiO千0geny)と命名した.

19411944年に半沢正四郎は秋吉台のフズｰリナ帯を上

中下の3帝(第1表)に区分しアルティンスキアン

サグマリアンモスコピアンにそれぞれ対比し中部と

下部の化石帯の間にウラリアンに相当する化石帯が欠け

両者は不整合関係にあると推定した･地質構造につい

ては秋吉石灰岩はほぼ水平に逆転し台地の北縁と南

縁でそれぞれ北と南に急斜していると解釈した.

195419571958年に鳥山隆三はフズリナの詳細な研

究に基づく再研究を行ない非石灰岩相中に爽在するレ

ンズ状石灰岩からも多くのフズリナを採集した.非石

灰岩相亭秋吉石灰岩と同時異相で堆積地域も接近して

いたと解釈した.また秋吉石灰岩の北半分は北側の

写真⑪百枚皿(石灰華)�
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第6図

諸研究者の解釈による秋吉石灰岩台地の

断面図(｢秋吉台の自然1971｣より)

A小沢儀明の解釈秋吉石灰岩は周囲の

非石灰相の古生層とともに横臥榴曲して

いる.ch:チャｰトsh:頁岩C1s1:

スレｰトSS:砂岩C､一島:石炭系の下

中上部P1一ヨ:二畳系下中上部

�

�

瓜

x＼

E3跳脇跳B&Tsu

aut㏄トt止｡n㎝s仙&Tsu

吹S

�

Pll一冊

転籍牽録簿蟻軸鋪s

一

�

鵜劫重餐:藷労諺織㌔綾さ書}､で榊身

�

別府層灘とともに南から北への横臥福曲によりほぼ水

平に逆転して常森層灘上に押し被ぶせた準原地性地塊

でありその後南半分の正規た層序を示す原地性の石灰

岩上に北方から衝上したとしている(第6図C).これ

らの2回の構造運動はそれぞれ二畳紀～三畳紀の秋吉

造山運動(A蛙yoshiOrog㎝y)と大賀造山運動(Oga

Or09eny)であろうと推定した.

�

�

1958年に長谷川美行はとくに｢帰り水一付近を調査

しほぼ同心円状に化石帯が分布し遠くにいくほど下位

のものが露出しているとみたし盆地状構造を考えた.

1963年秋吉台の地質構造を解析して秋吉石灰岩の逆転

構造を否定するとともに秋吉造山運動の存在に疑問を

持った(第6図E).

1961年村田正文は秋吉石灰岩および周辺の古生界はい

ずれも北傾斜の橘曲をだし南側のものが北側にそれぞ

れ衝上している(第6図D)とした.この衝上運動は

橘曲運動に伴うもののほか美禰層堆積後にも行なわれ

たであろラと遊べた,

小林貞一の解釈秋吉石灰岩は原地性

堆積物の非石灰相の諾層灘上に北側から

移動してきたクリッペである.C㎜,

Cu:石炭系中部上部P1,Pm:二畳

系下部中部IH,uH:下部上部

角岩

鳥山隆三の解釈秋吉石灰岩の北半分

は南から北への横臥橘曲の下翼南半分

は原地性堆積物で王位横臥榴曲の後北か

ら南に衝上している.Tsu:常森層群

O1-2:大田層群B1.･:別府層群Cm:

石炭系中部p1,Pm,Pu:二畳系下部

中部上部

村目ヨ正文の解釈傾斜榴曲と南から

北への衝上である.秋吉石灰岩も非石

灰質古生層各層群も賂同じ構造である.

また古生層は後に美祢層群上に衝上して

いる.K:関門層群bi.3:別府層群

t:於福層群堤層O､一2:大国層群C､｡

｡PIプ化石帯の連続を示すM:美祢

層群

長谷川美行の解釈逆転していたくて

榴曲のくりかえしである.4:赤色凝

灰質頁岩5:緑色一紫色玄武岩質疑灰

岩6-!6:秋吉石灰岩層群(石炭系･

二畳系)17-/8:非石灰質古生層

17:チャｰト18:砂岩19:関門群層

1967年太田正道は｢帰り水｣付近の地質精査を行ない化

石帯の順位に加えて石灰岩層の走向･傾斜鑓層の追跡

から同地域の広域逆転を証明した(第7図).1968年太

田は秋吉石灰岩の古環境の復原から秋吉石灰岩は地

向斜型生物礁複合体として原地堆積され下部石炭紀

より上部二畳紀まで発達しその一地質時代には環礁

(AtOI1)として発達したことを明らかにした.太田は

古生代末～三畳紀初期に北からの榴曲運動により北半

分が大きく摺曲し南半分の原地性石灰岩上に推し被せ

たと結論した.｢帰り水｣付近の逆転構造はボｰリ

ングによる地下生層序学的な調査結果(第8図)からも

立証され少肢くとも直径!.弘mの範囲において大

きく逆転していると太田は述べている.

以上述べた各研究者の秋吉石灰岩に対する構造論の相

異を見るとき再び秋吉造山運動の形態とその地質構造

の解釈が問題に改っていることカミ読者にも理解しても

らえるものと思う･･…･しかし｢真実は唯一つ｣であるの

だが･･川･�
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第7図｢帰り水｣地区の地質図とボｰリング位置図(秋吉台の自然

1971より)

5.秋吉宿灰岩層群の化福帯と岩相

秋吉台(広義)は大部分秋吉石灰岩層灘によって占め

られ化石相と岩相から大きく礁相(Reeffacies)と礁

湖相(Lag00nfacies)に分けられる.礁相は一般に無

層理塊状で一部にOo1it五｡たもの(写真12)角礫質

なものカミ発達している.一方礁湖相ではMicriticた石

灰岩(写真13)が多く一部では層理も発達しているが

一般に層理の発達はきわめて乏しい.秋吉石灰岩中に

産出する化石は普辺的に多産するフズリナとサンゴの

化石群このほか石灰藻コケ虫軟体動物小型有孔

虫微化石などがある.秋吉石灰岩は層理の発達が

乏しいので層序の決定には化石灘集とくにフズリナの

分帯によってなされている.この化石帯を鑑として地

質構造の解析がだされている.秋吉石灰岩層灘の化石

による分帯は各研究者によって若干異なる興味ある

読者は第1表の総括表を参照されたい.ここでは

太田(1971)に準じて述べることにする.
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'4)Zαカんん〃｡滅θ∫sp二帯

b)Nα幽妙伽肋伽5肋｡{帯

C)〃鋤㈹ZZαy0ω伽㎝曲帯

の3帝に分けa)ではフズリナは産出したく単体サ

ンゴを産出するほか腕足類コケ虫小型有孔虫が産出

する.b)ではa)とほとんど変わりたくやはりフ

ズリナは産出していたい.現在露出している部分は礁

相の部分力茎多い.C)は岩相的に見て礁相礁湖相と

もピ発達し産出化石の種類も著しく増加する.フズ

リナはここではじめて出現している.なおa)b)

はサンゴの化石C)はフ.ズリナの化石でありそれぞ

れ写真14の1～3を参照されたい.

ッ0ω舳〃ぬ帯とともに広く分布し中部有炭系上部の

代表的た化石帯で秋吉統(λ伽03腕〃)として日本古

生界の模準地質時代にたっている.岩相的に･も礁相と

礁湖相があり"肋鮒伽帯から肋3〃伽荻α帯(歩

帯)まで環礁を形成する環境であったと考えられる.

化石ぽ乃舳伽"α属で特徴づけられたフズリナが産山

する.∵e)は秋吉台全域にほぼ追跡され重要た化

石帯の一つである.岩相はd)よりもやや暗色の石灰

.岩が多く堆積環境の若干の変化が観察される.産出

化石は肋励伽の他肋∫1〃〃Z1αW泌脇〃6Z伽α

ルη肋θ伽のフズリナである.中部石炭系の分帯は

a､)～e)まですべてフズリナによるもので各化石はそ

れぞれ写真14の41567を参照されたい.

2)中部石炭系(腕蝸亙eC鮒b⑱鰍雌砿⑰唖8)

中部石庚系は同様に

･)乃ωゐ工瞬〃μ物〃α帯

b)肋ψ鋤伽3ZZαあ功伽η血£帯

C)A肋畑曲3腕09㈹10ク帯

d)押醐伽θzzαろ伽刎伽帯

e)肋〃肋αα肋05版〃曲帯

の5帯に分けられa)は岩相として礁相のものが多

く乃伽ゐ功漱伽の他"疵"加亙0血脈伽だとのフ

ズリナの化石を産出する.も)はきわめて薄く分

布地域が広く細長く連続するので鍵層として阜好で化

石は丹ψ舳伽8伽属のフズリナの他サンゴ軟体動

物などが産出する.C)は従来"ψ〃舳伽3παみ砂介

㈱ゐ帯に含まれていたものでこの上部をλ約0f肋伽

を代表種として分帯したものであり化石はλ的031一仏

伽0湖ω加の他搬励πα切"θ"Zαだとのフズリナ

の化石を産出する.d)は下部石炭系の〃π舳zzα

3)上部石炭系(町p映rC8曲0皿量脆正④閉)

上部石炭系はT7切6伽5刎伽〃〃10オ0三帯のみであり

この帯は従来欠けているとされていたものであるが

一一部の限られた範囲において中部石炭系の最ヒ位層の.j二

に素重するのが見られる.化石は上部石炭系を示す

乃伽6伽∫属のフズリナである.写真14の臼を参照さ

れたい.

4),下都≒畳'系(LOW岬馳rm量獺)

下部二畳系は層序学的に下位から上位へ

a)η･肋6〃3∫伽μα;喘:

b)応α`ψ舳伽α閉なη桃帯

C)ア醐∂肋倣〃〃ασ伽桃Wα帯

d)〃加〃〃"6Z舳""`帯

の4帯に分けられa)は石炭系におそらく便斜不整

合に重なり"肋6伽3属とP醐ゐ36んωαg3伽α属が特

徴的に発達している.b)はP脇6ψ舳伽α孔倣

写真⑫ウFライト(鰯状)石灰岩礁部で波の影響をうける浅い海の

部分に発濠する

写真⑬細粒石灰泥岩礁湖中に発漣する�
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♂0･･ん洲昭"〃α肋1伽･乃τ也'昭"〃αの大型フズリナが産

出しその産出種類は50種以上に達している.c)は

この帯は代表種について異論がある帯で太田によれば

岩相的に見て礁湖と礁砂相がありこの堆積環境の相異

は化石に反映している..一すなわちバガ加励{〃1α厚ηα

は礁湖相をPジα〃必㎏〃αは礁砂相を代表する種で

前者は地域性が強いので広域な対比には後者のPジ

α〃必伽αの方が代表種としてよいとしている.産出化

石は1如〃名ψ刎泌〃α1棚た{腕86んω賂〃〃αなどのフ

ズリナである.d)は礁相の部分では層理カ∫発達し

ていて産出化石は"∫θ"〃α地9伽6"α乃3"ψ少

舳伽"などのフズリナの化石である.なおa)～d)の

フズリナの化石は写真15の1～4をそれぞれ参照され

たい.

･噌｣磁離

･勢･

5)中部二鐙系(珊量ω童eP眺醐量棚)

咋部二畳系は.層序学的に下位から上位へ

a)肋サ･ψ∫〃伽α加θ1切{湖1並5帯

b)N60∫61工ω幽τ1切αα切伽〃晩伽帯

C)脆7伽6肋1αη6〃θθ肋帯

d)Nω561卿α幽伽αゐ〃ηクZZ3ク帯

の4帯に分けられa)は中部二畳系の最下部を示す

もので上部では4妙伽6腕と共存している.b)は

化石としてはル0πんω昭助伽αP伽ψ郷〃κ〃α乃伽30-

60Z{0腕αのフズリナを産出する.C)は化石の上で

は吻伽6腕αを産胎する以外b)と変わらたい･

d)は中部二畳系の最上部を示すもので産出化石は

ル056んω惚6伽αα鮒8ηθZZαだとのフズリナである｡

�
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㌮
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�

�

�

�
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6)上部二畳系(U刃脾rP鮒㎜i8双)

上部二畳系は工ψ♂0腕α∫肋初肋伽壬3帝のみで歩

帯は秋吉石灰岩層灘の最上部化石帯である.岩相は大

部分灰～暗灰色の角礫状石灰岩で一部暗灰色の塊状石灰

岩もある.歩帯は秋吉古生物礁複合体の末期の岩相で

他の部分に比べてMlgOを含むことが多い･化石は

Zψ60伽αを主とするフズリナである｡中部二畳系の

各帯と歩帯の化石は写真16の1～5と6(上部二畳紀)

を参照されたい.

6.秋吉台の堆積環境

1923年小沢儀明が秋吉石灰岩層灘の逆転構造を発見

して以来地質構造および生層的研究に主力がむけられ

て来た.しかし石灰岩の成因的研究は必要とされ

たがらもごく最近まで放置されていた･1968年太岡正

道は秋吉石灰岩の成因および古環境を化石相と岩相に

写真⑭石炭紀の化石

Zψん榊肋6ゐ5加〃榊3湖ε(0帖)(ザワレントイデス･カンメ

ライ)サンゴ類下部石炭紀

州螂〃ψ伽〃〃榊50切{(0^wム)(ナガトプライム･サトアイ)

サンゴ類下部石炭紀

〃棚3他〃αyo砂洲吻5ゐ(0帖)(ミレレラ･ヨワラエンシイス)

フズリナ類下都石炭紀

〃が"舳脇3〃ω6ψ伽郷53(T0RIn凪)(プロフズリネラ.ペ

ップエンシィス)フズリナ類中部石碑紀

A尾句｡曲〃伽｡郷ω〃(T0RI■独ム)(アキヨシエラ･オザワイ)

フズリナ類中部石炭紀

肋吻伽2〃αろあ｡〃ω(HAYASAKム)(フズリネラ･バイコニカ)

フズリナ類中部石炭紀

丞ω比ξ榊ω肋ツ｡∫〃榊ぬ(ToRIYム巫五)(ビｰダイナ･アキヨシ

エンシイス)フズリナ類中部石炭紀

丁プ伽4伽5(s.1)刎吻な"刎｡fo`(KANMERム)(トリディシィテス

･マツモトイ)フズリナ類上部石炭紀

工

機

織

㌴

写真⑮下部二畳紀の化石

1.Tr〃北〃ω3{刎μ"(Sc亘ELLwI酬)(トリデイシィテス･シンプ

レックス)フズリナ類

2.^舳6蜥ω舳κ伽伽1幽〃3(ScHELLwI耐)(シュウトフズリナ

･ブルガリス)フズリナ類

3.ハ側ゐ〃舳κ伽"閉ろ独伽(DE正R蛆)(シュウトフズリナ･ア

ンビグア)フズリナ類

4.'〃伽〃伽口1ω∂あ(む冊R蛆)(ミッセリナ･クラウディエｰ)

フズリナ類�
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鰯
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矯

�
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�
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写真⑯上･中部二畳紀の化石

P伽が洲"加α加κ伽加肋3む(O届AwA)(パラフズリナ･カエ

リミズエンジス)フズリナ類中部二畳紀

λゐ乃〃吻〃ακ加〃〃(丁亙｡1肥s0N)(アフカネラ･スケンクアイ)

フズリナ類中部二畳紀

W召056んω惚κ伽α6榊眺〃妖3湖(ScHwムG囲)(ネオシワゲリ

ナ･クラティキュリフェラ)フズリナ類中部二畳紀

γ印加8〃〃α閉紬α〃(GEINI疵)(フエルベキイナ･フェルベキ)

フズリナ類中部二畳紀

N30∫6ん伽"g･3〃物6o刎棚6(O田AwA)(ネオシワゲリナ･ドウ

ビライ)フズリナ類中部二畳紀

工ψ`ゐ1伽α∫〃他クω肋5ゐ(レピドリナ･シライワエンジス)

フズリナ類上部二畳紀

(注)〔掲載写真はすべて秋吉科学博物館提供による〕

基づいて解析を行なった.その結果秋吉石灰岩は明

らかに礁相と礁湖相に分けられること礁相はほぼ礁湖

相を取り巻いてその外側に分布し下いることカ湖らかに

なった.このことは逆転部に対しても当てぽまり推

定復原の結果礁相が環状に分布することが分かった.

秋吉石灰岩層灘の堆積史において少なくとも下部石

炭紀～中部石炭紀の中程までの間は地形学的にも環礁

(第9図)を形成したとしている.おそらく現在の南

方地域の海のようだ美しい暖い浅い海の中で形成

されているサンゴ礁と同じように秋吉石灰岩層灘は形成

されたのであろう(第1011図).次お化学分析値の検

討の結果によっても全般的にM9が少たくSrも他の

地域の石灰岩に比べて少たいこのことは生物礁複合体

H''､

レ潔虹

名1蝪{含､

1拝1炉1

!◎oi

1｣∩'

1◎'

炉一｡メ'

＼4

＼

､'

ト＼レ/

､!

､'

1φ/

I｡･圃!'2峠m

''ク]

�℀

�

､ψ剣1

第9図“秋吉サンゴ確"の復原図

推定サンゴ碓の範囲

A-A1秋吉台石灰岩は北半分が逆転しているので

反転して逆転を狂おした軸

白マｰクは礁湖の環境を示す堆積物

黒マｰクは礁の部分を示す唯積物

(｢秋吉台の自然197工｣より)
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第ユ0図現在の環礁
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G:GτoovesL:LagoonI:IslandR:Reef

S:SeawardReefA:AlgalRidgeT=Te正race

S.S:SeawaraS1opeS.L:SeaLeマe1F:Ree{丑at

として発達したことを支持するものといえるとしている.一

あとがき

今般秋吉台の地形地質化石および現在の研究状況

などを紹介する機会を得ここに掲げた拙文カミ秋吉台は

地質学地形学古生物学上わがが国において如何に重

�

S.週

1←一一工7→l

H･L一一一丁→一一一一.百一T

LT____一一一一一一一

〃

!二..

妻1季姜姜

第11図現在の環礁の断面図

H.T:Hight五deL.T:Lowtide

S.M:Seaward正eefmarginF:Reef五at

L:LagoonL.F:Lagoon丑｡or

P:Patch祀efsB:Lagoonbeach

I:Isla■d�
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要た位置を占めるかを少しでも読者に訴えることが出

来れば幸甚かと思う次第である.

秋吉台の成因論的構造地質学の研究は日本列島創生紀

の解明の一端にもったがるものだけに今後共その研究

は地味だがら精細に行なわれるであろう.……｢唯一

つの真理を求めて｣…･

この筆を執るに当り秋吉台科学博物館の太田正道氏の

ご芳1音により資料を提供していただいたことをここに

深謝する次第である.(筆者は大阪出張所)
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